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論 文 内 容 要 旨










① 三叉神経節において約 40％の感覚ニューロンに SPARCL1 の免疫反応が認められ，それらの
ニューロンの大きさは様々であった。
② 後根神経節においては，約 30％の感覚ニューロンが SPARCL1 陽性で，それらは主に中型から
大型であった。
③ 運動神経核では動眼神経核，三叉神経運動核，外転神経核，疑核，顔面神経核，舌下神経核及
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SPARCL1 陽性ニューロンを認められた。これらの SPARCL1 陽性ニューロンは小型から中型が
多かった。














審 査 結 果 要 旨





試料には神経変性疾患や脳に直接的な死因のないご遺体 5 体の三叉神経節・後根神経節，4 体の脳幹・
頚髄を用いている。これらの試料は Zamboni 固定液により再固定を行い，凍結切片を作成し，ABC
法を用いて SPARCL1 の免疫染色を行っている。その結果，以下の点について明らかにしている。
① 三叉神経節において約 40％の感覚ニューロンに SPARCL1 の免疫反応が認められ，それらのニュー
ロンの大きさは様々である。
② 後根神経節においては，約 30％の感覚ニューロンが SPARCL1 陽性で，それらは主に中型から大
型である。
③ 運動神経核では動眼神経核，三叉神経運動核，外転神経核，疑核，顔面神経核，舌下神経核及び








⑥ ヒト三叉神経節・後根神経節・脳幹における SPARCL1 の分布は，以前報告されたラットにおけ
る他の非コラーゲン性の骨基質蛋白であるオステオポンチン或いはオステオカルシンの分布とよ
く似ている。
以上の結果をもとに以下の点について考察している。①ヒト三叉神経節における SPARCL1 は，ラッ
ト三叉神経節でのオステオカルシンと同様に，大型の神経細胞である機械的刺激受容器及び小型の神
経細胞である侵害受容器に発現していると考えられる。②ヒト後根神経節における SPARCL1 は，ラッ
ト後根神経節でのオステオポンチン・オステオカルシンと同様に，大型の神経細胞である機械的刺激
受容器に発現していると考えられる。③脳幹における SPARCL1 陽性ニューロンは，頭頚部，上肢の
骨格筋への運動情報や口腔顔面部，内耳，頚部，胸部，腹部からの感覚情報の伝達とともに運動及び
感覚情報の伝達調節に関与する可能性が示唆される。④ヒト三叉神経節・後根神経節・脳幹における
SPARCL1 は，ラットにおけるオステオポンチン・オステオカルシンと同様に神経細胞保護の働きが
あると考えられる。
以上のことから，本論文は，頭頚部における運動及び感覚の伝達メカニズムに関する理解を大きく
前進させるものと評価でき，臨床的にも大きな意義があると判断される。よって本論文は博士（歯学）
の学位授与に値するものと認める。
